
い
伝
え
な
ど
の
調
査
を
と
お
し
て
、
県
内
に
お
け
る
月
待
信
仰
の
実
態
を
明
ら
か
に
し

た
い
。

参
考
文
献
及
び
挿
図
出
典

一　
桜
井
徳
太
郎

「月
待
」
『日
本
歴
史
大
辞
典
』
昭
和
三
七
年

一
一　
拙
稿

「山
梨
県
に
お
け
る
月
待
信
仰
に
つ
い
て
―
特
に
石
造
物
の
展
開
を
中
心
と

し
て
―
」
『研
究
紀
要
』
九
　
十
周
年
記
念
論
文
集
　
平
成
二
年
　
山
梨
県
立
考
古

博
物
館

・
山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

〓
一

『甲
斐
国
志
』
第
二
巻
　
昭
和
四
六
年
　
雄
山
閣

四
　
甲
斐
叢
書
刊
行
会
編

「裏
見
寒
話
」
『甲
斐
叢
書
』
六
巻
　
昭
和
四
九
年

五
　
児
玉
幸
多
監
修

『甲
州
道
中
分
間
延
絵
図
』
第
二
巻
、
第
六
巻
　
昭
和
六

一
年

東
京
美
術

（第

一
・
三
図
）
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第 1図 月待信仰堂宇 (1)
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る
。
甲
州
街
道
上
野
原
宿
か
ら
の
所
要
時
間
で
あ
ろ
う
か
、
「牛
ノ
一
卜
」
と
記
さ
れ

た
東
側
に

「二
十
二
夜
堂
」
の
書
き
込
み
と
と
も
に
、
堂
宇
が
描
か
れ
て
い
る

（月
待

信
仰
関
係
堂
宇
は
、
図
の
四
隅
の
三
角
印
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
対
角
線
を
引
い
た
交
点
に
位

置
す
る
よ
う
に
し
た
）
。
地
名
と
し
て
は

「鶴
川
宿
」
の
上
に

「字
大
向
」
、
そ
れ
よ
り

さ
ら
に
上
野
原
宿
寄
り
に

「字
沓
掛
」
の
地
名
が
み
ら
れ
、
こ
の

「字
沓
掛
」
の
す
ぐ

東
側
に
二
十
二
夜
堂
は
あ
る
。
こ
れ
か
ら
二
十
二
夜
堂
は
現
在
の
北
都
留
郡
上
野
原
町

沓
掛
あ
た
り
と
考
え
ら
れ
る
場
所
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
周
囲

に
寺
院
の
構
え
を
全
く
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
単
独
で
二
十
二
夜
堂
が
存
在
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（二
）
府
中
導
体
寺
勢
至
堂

（同
三
）

勢
至
堂
は
、
金
手
町
の
鍵
形
に
折
れ
曲
が
っ
た
道
の
角
に
所
在
す
る
尊
体
寺
境
内
に

あ
る
。
境
内
の
南
西
あ
た
り
に

「勢
至
堂
」
の
書
き
込
み
と
と
も
に
、
堂
宇
が
描
か
れ

て
い
る
。
現
在
の
甲
府
市
城
東
三
丁
目
二
番
三
号
に
所
在
す
る
功
徳
山
尊
体
寺

（浄
土

宗
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
な
お
、
現
在
は
同
寺
院
の
境
内
に

「勢
至
堂
」
を
確
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

（三
）
寿
誓
院
二
十
二
夜
堂

（第
二
図

一
）

工
町
寿
誓
院
の
境
内
の
南
端
付
近
に

「二
十
三
夜
堂
」
の
書
き
込
み
と
と
も
に
、
堂

宇
が
描
か
れ
て
い
る
。
現
在
の
甲
府
市
城
東

一
丁
目
十
番
付
近
に
あ
っ
た
浄
土
宗
の
寺

院
で
あ
る
。
『国
志
』
、
「裏
見
寒
話
」
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
了
雲
山
寿
誓
院
、
工
町

二
十
二
夜
参
詣
と
同

一
の
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
墓
地
の
み
が
確
認
さ
れ
る
に
す
ぎ
な

い
。

（四
）
北
天
院
勢
至
堂

（同
二
）

甲
府
城
の
北
西
側
で
相
川
の
東
側
付
近
に
所
在
し
、
「勢
至
堂
」
の
書
き
込
み
と
、

堂
宇
が
描
か
れ
て
い
る
。
絵
図
の
な
か
で
は
、
善
行
寺
の
南
東
方
向
と
思
わ
れ
る
近
接

し
た
位
置
に
あ
る
。
善
行
寺
は
現
在
の
甲
府
市
美
咲

一
丁
目

一
番
二
十
二
号
に
あ
る
が
、

北
天
院
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
『甲
斐
国
寺
記

・
社
記
』
に
も
北

天
院
の
記
述
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、
『国
志
』
に
は

「勢
至
菩
薩
也
十
二
夜

卜
称
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
永
陽
山
桃
岳
院

（府
中
三
日
町
）
が
東
側
に
隣
接
し
て
い

る
。
北
天
院
の
あ

っ
た
場
所
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
現
在
の
甲
府
市
朝
日
三
丁
目

付
近
に
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

絵
図
で
あ
る
本
文
献
か
ら
は
、
『国
志
』
『裏
見
寒
話
』
に
み
ら
れ
た
月
待
信
仰
関
係

堂
宇
の
ほ
か
に
、
上
野
原
宿
の

「
二
十
二
夜
堂
」
、
「尊
体
寺
」
の
勢
至
堂
で
月
待
信
仰

の
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
る
う
新
た
な
事
例
と
、
そ
の
具
体
的
な
位
置
、
形
態
な
ど
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

〓
一　
月
待
信
仰
の
実
態

文
献
資
料
か
ら
、
県
内
に
お
け
る
月
待
信
仰
関
係
の
施
設
な
ど
に
つ
い
て
重
複
す
る

例
を
除
い
て
十

一
件
ほ
ど
が
確
認
さ
れ
た
。
形
態
別
に
み
る
と
寺
院
関
連
施
設
が
人
件
、

単
独
施
設

（二
十
二
夜
堂
）
二
件
、
言
い
伝
え

一
件
と
な
り
、
寺
院
関
連
施
設
が
大
多

数
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
単
独
施
設
は
、
寺
院
関
連
の
施
設
な
の
か
あ
る
い

は
講
関
係
者
に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
も
の
な
の
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
言
い
伝
え
に

つ
い
て
は

一
件
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
以
外
に
も
県
内
市
町
村
誌
に
文
献
に
記
さ
れ
て
い

な
い
言
い
伝
え
が
幾
つ
か
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
収
集
に
よ

っ
て
月
待
信
仰

の
広
が
り
を
よ
り
明
確
に
捕
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
こ
れ
ら
の
施
設
を
地
域
別
に
見
る
と
、
当
時
の
中
心
地
で
あ

っ
た
城
下
町
の
甲

府
市
域
に
七
件
と
最
も
多
く
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
と
近
世
月
待
塔
の
分
布
状
況

と
を
合
わ
せ
て
み
る
と
、
甲
府
市
域
の
北
側
の
武
田

・
元
紺
屋
地
区
、
そ
れ
に
南
西
側

の
貢
川
地
区
と
に
そ
れ
ぞ
れ

一
基
、計
三
基
の
近
世
月
待
塔
が
み
ら
れ
る
程
度
で
あ
り
、

近
世
月
待
塔
の
希
薄
な
地
域
に
関
連
施
設
が
集
中
し
て
い
る
傾
向
を
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
城
下
町
と
い
っ
た
性
格
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
ま
た
、
寺
院
を
中
心
に
行
わ
れ
、
西
昌
院
の

「地
蔵
祭
り
」
、
工
町
の

「十
二

夜
参
詣
」
な
ど
か
ら
近
世
月
待
塔
を
建
て
た
周
辺
地
域
に
比
べ
、　
一
段
と
祭
り
的
様
相

が
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
　
お
わ
り
に

以
上
、
文
献
資
料
か
ら
月
待
信
仰
関
係
施
設
な
ど
を
拾

っ
て
若
千
の
検
討
を
加
え
て

来
た
が
、
近
世
月
待
塔
の
見
ら
れ
な
い
地
域
に
お
い
て
も
、
文
献
資
料
か
ら
月
待
信
仰

の
行
わ
れ
て
い
た
地
域
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
、
さ
ら
に
絵
画
資
料
や
言
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「資
料
二
」
コ
暴
見
寒
話
』
（甲
斐
叢
書
六
巻
）

（
一
）
巻
之
二
仏
閣

「十
二
夜
堂
桶
屋
町
」

と
あ
る
。
桶
屋
町
は
現
在
の
甲
府
市
中
央

一
丁
目
～
五
丁
目
の

一
部
で
あ
る
。
十
二
夜

堂
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
何
ら
か
の
堂
宇
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
う
が
、
現

在
ま
で
場
所
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
堂
宇
の
存
在
自
体
も
確
認
で
き
な
い
。
な
お
、
後

述
す
る
が
本
書
巻
之
五
に
お
い
て
も
工
町
に
十
二
夜
堂
の
存
在
し
た
記
述
が
あ
る
。
工

町
の
廿
三
夜
堂
は
、
現
在
の
城
東

一
丁
目
十
呑
付
近
に
存
在
し
た
寺
院

（寿
誓
院
）
に

あ
っ
た
も
の
で
、
本
例
と
は
近
接
し
た
場
所
で
あ
る
。
同
じ
も
の
で
は
な
い
か
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
同

一
書
の
中
で
別
々
に
記
述
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
別
個
の
も
の
と

考
え
、
桶
屋
町
内
の
い
ず
れ
か
の
地
に
二
十
二
夜
堂
が
あ
っ
た
も
の
と
捉
え
て
お
き
た

い
。巻
之
二
仏
閣
に
は
、
さ
ら
に

「北
山
積
翠
寺
村
の
十
二
夜
」
と
題
し
た
記
述
が
あ
る
。

少
し
長
く
な
る
が
次
に
全
文
を
掲
げ
て
み
た
い
。

「北
山
積
翠
寺
の
十
二
夜
寛
保
の
頃
、
積
翠
寺
は
山
家
の
村
也
と
雖
も
、
府
下
近
く

田
畑
の
外
に
、
旦
暮
錦
城
の
下
に
薪
を
脅
く
故
に
不
自
由
な
き
鹿
也
、
安
に

一
農
夫
あ

り
、
名
は
七
兵
衛
と
云
ふ
或
日
夕
陽
に
及
ん
で
山
谷
鳴
動
せ
し
か
、
彼
七
兵
衛
の
仏
檀

へ
金
色
の
物
入
れ
り
、
七
兵
衛
神
妙
不
測
を
得
、
病
人
の
祈
り
立
身
の
願
等
、
成
就
せ

す
と
云
事
な
し
、
或
日
回
国
の
道
心
者
、
郡
内
邊
よ
り
来
り
て
、
七
兵
衛
が
家
に
参
詣

あ
り
、
近
郷
も
あ
ま
た
こ
れ
を
し
ら
ず
、
遠
近
の
群
集
に
て
是
を
知
る
、
夫
よ
り
府
下

此
沙
汰
に
及
ひ
四
方
よ
り
彼
の
家
へ
行
く
者
多
し
、
専
ら
云
、
廿
三
夜
徳
大
勢
至
菩
薩
、

彼
か
信
厚
を
感
応
あ
り
て
、
世
界
に
慈
悲
を
垂
れ
ん
か
為
に
、
七
兵
衛
か
体
を
借
り
て

妙
教
を
施
し
玉
ふ
と
、
程
な
く
宰
官
よ
り
厳
し
く
掟
あ
り
て
停
止
と
な
る
、
息
子
も
父

の
命
を
受
け
て
松
樹
を
求
め
ん
か
為
に
、
彼
庭
に
行
く
事
あ
り
、
然
る
に
か
た
の
如
く

群
集
せ
し
を
立
寄
て
見
る
に
、
古
き
米
蔵
の
中
に
小
き
禿
倉
あ
り
、
注
縄
を
は
り
幣
を

切
り
て
、
其
前
に
彼
農
夫
胡
坐
す
長
髪
乱
髭
価
楼
を
着
た
り
、
参
詣
の
者
、
農
夫
を
拝

し
て
種
々
の
願
事
を
演
ふ
、
其
答
ふ
る
こ
と
流
る
ゝ
か
如
し
、
府
下
の
富
商
有
徳
の
郷

民
、
尼
姐
の
類
は
い
ぶ
に
及
は
ず
諸
士
も
亦
入
来
る
、
農
夫
か
言
を
以
て
、
十
二
夜
の

神
話
と
い
ぶ
、
些
少
の
施
物
も
貧
ら
す
と
い
ふ
、
其
内

一
人
あ
り
て
百
姓
体
也
母
の
煩

を
祈
る
、
七
兵
衛
か
云
、
病
気
平
癒
せ
ば
、
か
な
物
を
献
せ
よ
、
但
か
な
物
は
物
に
依

り
て
云
慣
彩
し
細
か
な
る
針
を
上
く
べ
し
と
い
ぶ
、
畢
て
願
書
を
こ
む
る
と
云
て
、
粗

紙
に
書
し
て
い
ふ
、
お
ふ
く
ろ
の
煩
快
く
な
ら
れ
候
は

ゝ
か
ね
上
へ
く
候
と
、
是
を
以

て
其
卒
忽
な
る
事
を
知
る
へ
し
、
土
民
婦
女
は
、
彼
に
欺
か
る

ゝ
も
宜
な
り
、
士
に
列

す
る
人
さ
へ
も
、
間
々
来
る
事
あ
り
、
大
丈
夫
た
る
へ
き
者
の
砒
へ
き
の
事
な
り
」

と
あ
る
。
具
体
的
な
信
仰
の
場
所
、
堂
な
ど
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
現
在
の

甲
府
市
積
翠
寺
町
付
近
の
月
待
信
仰
に
つ
い
て
の
言
い
伝
え
で
あ
る
。
だ
が
積
翠
寺
町

地
域
に
お
い
て
、
月
待
塔
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
話
が
伝
わ
る
背
景
に
は
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
月
待
信
仰
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た

と
見
る
べ
き
で
あ
る
う
。

（三
）
巻
之
五
風
俗

「十
二
日
　
工上
待
　
工
町
十
二
夜
参
詣
」

と
あ
る
。
具
体
的
な
施
設
を
記
し
て
い
な
い
が
、
町
名
か
ら
し
て
お
そ
ら
く

『国
志
』

に
み
ら
れ
る
了
雲
山
寿
誓
院
が
そ
れ
で
あ
り
、
現
在
の
甲
府
市
城
東
二
丁
目
十
番
付
近

に
あ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
近
在
の
た
く
さ
ん
の
人
々
が
、
二
十
二
夜
詣
で
に
来
た
こ
と

が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
「立
待
」
は
、
立

っ
て
月
の
出
を
ま
つ
意
で
、
本
来
な

ら
ば
十
七
夜
待
が

「立
待
」
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。
従

っ
て
二
十
二
夜
待
ち
と
の
間

で
は
多
少
ち
ぐ
は
ぐ
な
表
記
と
な
る
が
、
月
待
信
仰

（二
十
二
夜
）
の
形
態
を
表
し
た

も
の
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に

『一異
見
寒
話
』
の
中
に
も
、
三
箇
所
に
わ
た
る
月
待
信
仰
に
か
か
わ
る

記
述
が
み
ら
れ
る
。
特
に
積
翠
寺
町
付
近
に
伝
わ
る
月
待
信
仰
の
言
い
伝
え
は
、
月
待

信
仰
の
盛
ん
に
行
わ
れ
た
結
果
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
こ
と
と
共
に
、　
一
般
に
広
く

浸
透
し
て
い
た
状
況
を
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

「資
料
三
」
『甲
州
道
中
分
間
延
絵
図
』

本
文
献
は
、
先
の
二
つ
の
文
献
と
違
い
絵
図
で
あ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
具
体
的
な
場
所
が
、
絵
図
の
な
か
に
廿
三
夜
堂
、
勢
至
堂
な
ど
の
書
き
込
み
と
と

も
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
取
り
上
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

（
一
）
上
野
原
宿
付
近
の
二
十
二
夜
堂

（第

一
図

一
）

上
野
原
宿
の
や
や
西
側
、
鶴
川
宿
の
東
側
で
両
宿
の
中
間
付
近
に
お
い
て
確
認
で
き
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「同
宗

（曹
洞
宗
）
成
島
村
林
照
院
ノ
末
除
地
畝
五
歩
、
本
尊
ハ
勢
至
」

と
あ
る
。
所
在
地
の
確
認
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
現
在
の
中
巨
摩
郡
玉
穂
町
西
新
井
に

あ
っ
た
寺
で
あ
る
。本
尊
が
月
待
信
仰
の
本
尊
で
も
あ
る
勢
至
菩
薩
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

後
述
の
寺
院
に
み
ら
れ
る
勢
至
菩
薩
と
二
十
二
夜
と
の
結
び
付
き
を
通
し
て
、
お
そ
ら

く
月
待
信
仰
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（三
）
鎮
国
山
興
禅
寺

（同
中
郡
筋
加
東
中
島
村
）

「曹
洞
宗
下
三
条
村
歓
盛
院
ノ
末
黒
印
人
十
人
坪
、
本
尊
ハ
勢
至
」

と
あ
る
。
現
在
の
昭
和
町
加
東
中
島
二
七
四
番
地
に
所
在
す
る
興
禅
寺
が
そ
れ
で
あ
る
。

本
尊
は
勢
至
菩
薩
で
あ
り
、
先
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
月
待
信
仰
の
行
わ
れ
て
い
た
で
あ

ろ
う
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（三
）
了
雲
山
寿
誓
院

（府
中
工
町
）

「
・
・
・
境
内
除
地
五
百
十
坪
本
尊
ハ
弁
財
天
長
四
寸
七
分
座
像
、
浅
野
氏
ノ
老
母

了
雲
院
ノ
寄
付
卜
云
フ
別
堂
二
勢
至
菩
薩
ノ
像
長
四
寸
人
分
ヲ
安
置
ス
人
称
シ
テ
云
フ

二
十
二
夜
堂
卜
」

と
あ
る
。
金
手
町
甲
福
山
教
安
寺

（浄
土
宗
）
末
寺
十
四
ケ
寺
の
一
つ
で
あ
る
。
教
安

寺
は
現
在
の
甲
府
市
城
東
二
丁
目
人
番
４
号
に
あ
る
が
、
寿
誓
院
は
後
述
す
る

『甲
州

道
中
延
絵
図
』
か
ら
す
る
と
こ
の
教
安
寺
か
ら
南
南
西
方
の
指
呼
の
間
に
あ
っ
た
寺
院

で
あ
る
。
現
在
そ
の
あ
た
り
に
寺
院
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
住
居

地
図
の
同
二
丁
目
十
番
地
内
に
墓
地
の
表
示
が
み
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
あ
た
り

に
寿
誓
院
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
で
は
本
尊
で
は
な
い

が
、
勢
至
菩
薩
が
別
の
堂
に
安
置
さ
れ
二
十
二
夜
堂
と
呼
ば
れ
、
月
待
信
仰
の
対
象
と

な
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。

（四
）
金
光
山
西
昌
院

（府
中
横
田
町
）

「同
宗

（臨
済
宗
）
円
光
院
ノ
末
黒
印
千
七
十
五
坪

・
・
・
本
堂
ヲ
六
角
堂
卜
称
ス

地
蔵
ノ
像
六
体
ヲ
安
ン
ゼ
リ
各
長
六
尺
二
寸
本
尊
ハ
勢
至
菩
薩
ナ
リ

・
・
。
」

と
あ
る
。
現
在
の
甲
府
市
武
田
三
丁
目
四
番
三
七
号
に
あ
る
西
昌
院
が
そ
れ
で
あ
る
。

そ
し
て
境
内
に
は
再
興
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
で
も
六
角
堂
が
み
ら
れ
る
。
こ

の
六
角
堂
前
に
昭
和
六
十
年
建
立
さ
れ
た

「六
角
地
蔵
尊
由
緒
」
に
よ
る
と
、
人
月
二

十
二
日
に
は
地
蔵
祭
り
が
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
祭
り
は
地
蔵
祭

り
で
あ
る
が
、
本
尊
が
勢
至
菩
薩
で
あ
り
、
か
つ
祭
礼
日
も
二
十
二
夜
待
の
縁
日
で
あ

る
二
十
二
日
と
言
う
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
地
蔵
信
仰
と
月
待
信
仰
と
が
結
び
つ
い
た

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
近
隣
に
あ
る
教
昌
院
の
境
内
に
は
、
造
立
年
は
彫

ら
れ
て
い
な
い
が
、　
一
基
の
二
十
六
夜
塔
が
み
ら
れ
る
。

（五
）
永
陽
山
桃
岳
院

（府
中
元
三
日
町
）

「同
宗

（臨
済
宗
）
妙
心
寺
ノ
末
境
内
黒
印
四
百
五
十
坪
浅
野

一
紙
黒
印
二
一
反
五

畝
此
米

一
石
人
斗
ト
ア
リ
本
尊
ハ
勢
至
菩
薩
也
十
三
夜
卜
称
ス
・
・
・
」
と
あ
る
。
現

在
の
甲
府
市
美
咲

一
丁
目

一
番
三

一
号
に
み
ら
れ
る
桃
岳
院
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ

で
は
、
本
尊
の
勢
至
菩
薩
が
二
十
二
夜
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
月
待
信
仰

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
強
く
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

（六
）
七
覚
山
円
楽
寺

（人
代
郡
中
郡
筋
右
左
口
村
）

「
・
・
・
真
言
宗
新
義
檀
林
七
ケ
寺
ノ
一
・
・
・
寛
永
十
九
年
以
来
ノ
御
朱
印
ヲ
蔵

ム
御
年
賀
拝
礼
ヲ
勤
ム
年
中
行
事
正
月
二
日
孔
雀
明
王
七
日
行
者
講
八
日
大
仁
王

会

・
・
・
二
月
八
日
薬
師
護
摩
供
四
月
十
五
日
五
社
権
現
祭
礼

・
・
・
五
九
朔
日
大
般

若
経
転
読
修
行
十

一
月
十
六
夜
待
」

と
あ
る
。
現
在
の
中
道
町
右
左
口
に
所
在
す
る
円
楽
寺
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
こ
こ
で
は

現
在
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
か
つ
て
円
楽
寺
の
年
中
行
事
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と

が
明
確
に
捉
え
ら
れ
、
そ
し
て
十

一
月
に
二
十
六
夜
待
の
信
仰
の
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。

「国
志
」
か
ら
は
、
以
上
の
六
箇
所
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
う
ち
寿
誓

院
、
桃
岳
院
、
円
楽
寺
に
つ
い
て
は
、
二
十
二
夜
あ
る
い
は
二
十
六
夜
と
い
っ
た
月
待

信
仰
の
確
実
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
勢

至
菩
薩
と
月
待
信
仰
の
結
び
付
き
が
直
接
的
に
確
認
で
き
る
例
で
も
あ
り
、
こ
れ
ら
か

ら
残
り
の
勢
至
菩
薩
を
本
尊
と
す
る
清
伝
寺
、
興
禅
寺
、
西
昌
院
の
各
寺
院
に
お
い
て

も
、月
待
信
仰
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
中
道
町
そ
れ
に
玉
穂
町
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
月
待
塔
の
確
認
さ
れ
て
い
な
い
地

域
に
お
い
て
も
、
確
実
に
月
待
信
仰
の
行
わ
れ
て
い
た
、
あ
る
い
は
行
わ
れ
て
い
た
で

あ
る
う
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
れ
ら
は
月
待
塔
の
み
ら
れ
な
い
地
域
に

お
い
て
も
、
月
待
信
仰
の
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
好
例
と
い
え
る
。
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山
梨
県
に
お
け
る
月
待
信
仰
に
つ
い
て

―
文
献
を
中
心
と
し
て
―

坂

本

美

夫

一
　

は

じ
め

に

一
一　
文
献
に
み
る
月
待
信
仰

四 三

月
待
信
仰
の
実
態

お
わ
り
に

一　
は
じ
め
に

月
待
信
仰
は

「特
定
の
月
齢
の
夜
に
人
々
が
寄
り
合
い
飲
食
な
ど
を
と
も
に
し
な
が

ら
月
の
出
を
ま
つ
行
事
」
９
で
、
平
た
く
言
え
ば
月
の
出
を
ま
っ
て
拝
む
信
仰
行
事
で

あ
り
、
そ
の
目
的
が
農
業
生
産
に
根
ざ
し
た

一
種
の
現
世
利
益
を
求
め
た
も
の
だ
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
月
待
信
仰
の
山
梨
県
に
お
け
る
状
況
に
つ
い
て
、
か
っ
て
石
造
物
を
中

心
に
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
山
梨
県
に
お
け
る
月
待
信
仰
の
初
現
は
、

須
玉
町
若
神
子
交
差
点
や
高
根
町
箕
輪
中
尾
根
所
在
の
月
待
板
碑
の
造
立
さ
れ
た

一
四

五
〇
～

一
四
六
〇
年
代
に
求
め
ら
れ
、
北
巨
摩
郡
地
域
と
そ
の
周
辺
地
域
を
中
心
に
盛

ん
だ
っ
た
こ
と
が
捉
え
ら
れ
る
。
そ
し
て

一
五
二
五
年
こ
ろ
を
最
後
に
月
待
板
碑
の
造

立
は
確
認
さ
れ
な
く
な
り
、
再
び
月
待
信
仰
に
よ
る
石
塔

（近
世
月
待
塔
＝
二
十
二

夜

。
二
十
二
夜

・
二
十
六
夜

・
十
七
夜

。
二
十

一
夜

・
十
九
夜

。
二
十
四
夜
塔
）
の
造

立
が
確
認
さ
れ
る
の
は

一
七
〇
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
と
な
る
。
こ
の
近
世
月

待
塔
の
県
内
に
お
け
る
分
布
状
況
に
は
、
地
域
に
よ
っ
て
極
端
な
濃
淡
が
認
め
ら
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
北
巨
摩
郡
地
域
と
そ
の
周
辺
地
域

（中
巨
摩
郡
の
一
部
と
甲

府
市
）
、
そ
し
て
大
月
市

。
上
野
原
町
を
中
心
と
し
た
郡
内
地
域
と
に
お
い
て
、
際
立

っ
た
濃
密
な
分
布
状
況
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
両
地
域
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
に
県
内
で

確
認
さ
れ
て
い
る
月
待
塔
三
七
三
基
の
う
ち
三
二
九
基
、
率
に
し
て
実
に
九
〇
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
る
状
況
で
あ
っ
た
。　
一
方
、
こ
れ
ら
地
域
の
周
辺
に
位
置
す
る
昭
和
町
、

若
草
町
、
六
郷
町
、
身
延
町
、
山
梨
市
、
勝
沼
町
、
御
坂
町
、
境
川
村
、
御
坂
町
、
境

川
村
、
芦
川
村
な
ど
は
各
市
町
村

一
～
四
基
程
度
で
、
合
計
三
二
基
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
中
道
町

・
市
川
大
門
町
を
は
じ
め
と
し
た
二
五
市
町
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
全

く
確
認
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
ｏ
（第

一
表
）
。

し
か
し
、
月
待
塔
が
み
ら
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
月
待
信
仰
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
今
回
は
、
県
内
の
月
待
信
仰
に
つ
い
て
江
戸
時
代
に
著

さ
れ
た
文
献
資
料
か
ら
そ
の
実
態
を
確
認
し
、
内
容
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
る

こ
と
と
す
る
。

一
一　
文
献
に
み
る
月
待
信
仰

文
献
の
中
に
、
二
十
三
夜
な
い
し
月
待
信
仰
の
本
尊
で
あ
る
勢
至
菩
薩
な
ど
を
記
し

た
も
の
が
み
ら
れ
る
。
現
在
ま
で
に
こ
れ
ら
月
待
信
仰
に
か
か
わ
る
記
述
を
確
認
で
き

た
も
の
に

『甲
斐
国
志
』
（江
戸
時
代
、
文
化
十

一
年
＝

一
人

一
四
成
立
、
松
平
定
能

編
集
）
口
、
『裏
見
寒
話
』
（江
戸
時
代
、
宝
暦
二
年
＝

一
七
五
二
成
立
、
野
田
成
方
著
）

］
、
『甲
州
道
中
分
間
延
絵
図
』
（江
戸
時
代
、
文
化
三
年
＝

一
人
〇
六
完
成
、
江
戸
幕

府
）
ｍ
の
三
件
が
あ
げ
ら
れ
る
。
次
に
こ
れ
ら
に
つ
い
て
概
要
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え

て
み
た
い
。

「資
料

一
」
『甲
斐
国
志
』
（以
下

「国
志
」
と
す
る
）

（
一
）
明
月
山
清
伝
寺

（巨
摩
郡
中
郡
筋
西
新
井
村
）
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